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新
た
に
印
鑑
．
登
録
を

　
我
が
国
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、

お
金
や
財
産
が
動
く
と
き
に
は
、
必

ず
印
鑑
及
び
印
鑑
証
明
が
必
要
な
社

会
制
度
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
伴
う
印
鑑
や
印
鑑
証
明
に
か
ら
ん

だ
事
故
や
犯
罪
も
全
国
的
に
多
く
な

つ
て
い
ま
す
。

　
市
は
こ
の
よ
う
な
印
鑑
証
明
に
ま

つ
わ
る
事
故
防
止
と
、
す
み
や
か
な

証
明
書
交
付
に
よ
っ
て
市
民
の
み
な

さ
ん
の
貴
重
な
財
産
や
利
益
を
保
護

す
る
た
め
、
六
月
定
例
市
議
会
に
お

い
て
印
鑑
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
利
益
に
き

わ
め
て
重
要
な
意
昧
を
持
つ
印
鑑
の

一

証
明
事
務
を
、
よ
り
正
確
に
ス
ビ
ー

デ
ィ
に
行
う
た
め
に
印
鑑
条
例
が
九

月
一
日
か
ら
改
め
ら
れ
ま
す
。

条
例
改
正
九
月
よ
り
実
施

ら
十
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
印
鑑
登

録
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
期
間
中
ど
う
し
て
も
印
鑑
登

録
が
で
き
な
い
方
は
、
印
鑑
証
明
が

必
要
な
と
き
で
も
さ
し
つ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
は
本
人
が

　
　
直
接
市
役
所
（
出
張
所
）
で

代
理
人
選
任
届
（
市
役
所
に
備
え
て

あ
り
ま
す
）
を
そ
え
て
代
理
の
方
が

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は

届
け
と
同
時
に
、
印
鑑
登
録
一
証
明
書

と
印
鑑
登
録
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
な
ど
で
本
人
の
印
鑑
登
録
の
意

志
を
確
認
し
た
う
え
で
、
印
鑑
登
録

証
を
発
行
し
ま
す
。

氏
名
か
氏
・
名
ま
た
は
、
氏
と
名
の

｝
部
を
組
み
あ
わ
せ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ム
印
、
三
文

判
な
ど
印
鑑
の
変
型
し
や
す
い
も
の
、

印
影
が
鮮
明
で
な
い
も
の
は
登
録
で

き
ま
せ
ん
。

　
印
鑑
の
登
録
は
本
人
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
登
録
の
さ
い
に
は
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
す
。

①
　
官
公
署
が
発
行
す
る
運
転
免
許

証
や
許
可
証
、
身
分
証
明
書
、
外
国

人
登
録
証
な
ど
で
写
真
を
は
り
つ
け

て
あ
る
も
の

②
市
役
所
職
員
が
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
（
顔
見
知
り
等
）
で
き
れ

ば
登
録
で
き
ま
す
。

　
以
上
①
②
に
該
当
さ
れ
な
い
方
は
、

白
石
市
に
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
の

証
明
（
用
紙
は
市
役
所
に
備
え
て
あ

り
ま
す
）
が
必
要
で
す
。

　
病
気
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
事
情

で
本
人
が
登
録
で
き
な
い
と
き
は
、

ゴ
ム
印
・
…
文
判
は

　
　
登
録
で
き
ま
せ
ん

　
印
鑑
は
一
辺
八
－
リ
の
正
方
形
に
納

ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
小
さ
な
も
の

と
、
一
辺
二
十
五
－
，
の
正
方
形
に
納

ま
ら
な
い
大
き
な
も
の
は
、
登
録
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
印
鑑
の
文
字
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

印
鑑
登
録
証
と

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

　
こ
れ
ま
で
の
事
を
み
た
し
て
、
印

鑑
を
登
録
さ
れ
る
と
、
印
鑑
登
録
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
登
録
証
は

印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
証
明
）
の

交
付
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
持
参
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
証

明
）
は
コ
ピ
ー
し
て
交
付
し
ま
す
の

で
、
実
印
を
持
っ
て
く
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
代
理
人
が
印
鑑
証
明
の
交
付

を
受
け
る
場
合
は
、
委
任
状
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
印
鑑
証
明
が
必
要
な

方
の
印
鑑
登
録
証
を
持
参
す
る
だ
け

で
よ
く
な
り
ま
し
た
。

十
『
月
三
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
印
鑑
登
録
を

　
印
鑑
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て
印

鑑
登
録
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
期
間
は
九
月
一
日
か

　登録できない印鑑

㊥　　　　印彰の判断か困難

　　　　なもの

⑭　　　　職業やその他の事
　　　　項、模様などを表
　　　　わしているもの

舞　　　　印面が欠けたり、
　　　　磨‘威しているもの
　　ψ
　イ左
　采縁のないもの

㊤　　　　文字白ぬきになっ

　　　　ているもの

　　　　25mmの正方形に収
　　　　まらないもの

翻垂1喫欝1謬

その他ゴム印、ユビワ印、万能印

（ンヤチハタ印）三文判、同一家族内

で同一の印鑑、印章が折れて20、，

に満たないものは登録できません。
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青少年の非行防止

ぐるみ運動中県民総

昭和51年4月～52年3月運動期間

　　璽霞鐘擦
轟んなのカて膏ン辮の

　⇔篠　引
　嘉嘆　煙
　薙婁蕊異臓交遊
　嫌ノノナ扁暮翻盗翫瑠

　をなくもまもよつ

　
最
近
、
県
内
に
お
け
る
青
少
年
非

行
は
、
著
し
く
増
加
し
、
特
に
昭
和

四
十
九
年
と
昭
和
五
十
年
と
の
比
較

に
よ
れ
ば
、
万
引
な
ど
刑
法
犯
少
年

の
増
加
は
極
め
て
著
し
く
、
ま
た
喫

煙
、
不
純
異
性
交
遊
、
シ
ン
ナ
ー
等

薬
物
乱
用
な
ど
の
ぐ
犯
、
不
良
行
為

に
つ
い
て
も
、
集
団
化
し
、
青
少
年

の
間
に
広
く
蔓
延
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
す
べ
て
の
県
民
が
親
の
立
場
に
た

つ
て
青
少
年
を
暖
く
見
つ
め
、
青
少

年
を
非
行
化
か
ら
守
り
、
青
少
年
の

非
行
を
な
く
し
て
い
く
よ
う
．
県
民

総
ぐ
る
み
の
青
少
年
非
行
防
止
運
動

を
本
年
四
月
よ
り
五
十
二
年
三
月
ま

で
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る

　
　
　
　
重
点
目
標

　
　
青
少
年
の
万
引
を
防
止

　
の
　
室
内
の
点
検
や
掃
除
を
行
い

　
　
見
な
れ
な
い
も
の
、
買
い
与
え

　
　
た
覚
え
の
な
い
も
の
が
あ
れ
ば

　
　
確
認
す
る
。

　
口
　
学
校
・
職
場
の
行
き
帰
り
や

　
　
ふ
だ
ん
の
服
装
の
変
化
に
気
を

　
　
つ
け
る
。

　
の
　
．
†
ど
も
だ
け
で
、
ス
ー
パ
ー

　
　
マ
ー
ヶ
ッ
ト
や
デ
パ
ー
ト
に
出

　
　
入
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

二
、
未
成
年
者
の
喫
煙
禁
止

　
の
　
未
成
年
者
の
喫
煙
が
法
律
上

　
　
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
健
康
上
、

　
　
有
害
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
未

　
　
然
防
止
に
努
め
る
。

　
ロ
　
タ
バ
コ
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ

　
　
ー
な
ど
持
っ
て
い
な
い
か
注
意

　
　
し
、
早
期
発
見
と
早
期
指
導
に

　
　
努
め
る
。

　
口
　
お
と
な
は
、
自
分
が
吸
う
タ

　
　
バ
コ
を
青
少
年
に
買
わ
せ
な
い

　
　
よ
う
に
す
る
。

三
、
不
純
異
性
交
遊
な
ど
性
非
行
の

　
防
止

　
日
　
年
齢
に
応
じ
た
正
し
い
男
女

　
　
交
際
を
指
導
し
、
家
族
ぐ
る
み

　
　
の
交
際
を
す
る
よ
う
に
す
る
。

　
口
　
夜
間
外
出
や
、
外
泊
を
で
き

　
　
る
だ
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
ω
　
女
子
が
夜
間
外
出
す
る
場
合

　
　
に
は
、
親
や
兄
弟
が
送
り
迎
え

　
　
す
る
。

　
四
　
い
か
が
わ
し
い
雑
誌
や
テ
レ

　
　
ビ
番
組
を
青
少
年
に
見
せ
な
い

　
　
よ
う
に
す
る
。

　
㈲
　
共
働
き
な
ど
に
よ
り
家
を
留

　
　
守
に
す
る
と
き
は
、
近
隣
の
人

　
　
に
子
ど
も
の
指
導
や
監
督
を
お

　
　
願
い
す
る
。

　
因
　
無
断
外
泊
が
あ
っ
た
場
合
な

　
　
ど
に
は
、
友
人
宅
や
学
校
、
職

　
　
場
に
連
絡
す
る
な
ど
、
早
目
に

　
　
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

四
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
薬
物

　
乱
用
の
弊
害
か
ら
青
少
年
を
守
る

　
の
　
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
の

　
　
管
理
を
適
切
に
行
い
、
持
ち
出

　
　
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
ω
　
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
の

　
　
薬
物
乱
用
が
、
身
体
面
及
び
精

　
神
面
に
極
め
て
有
害
で
あ
り
、

　
治
療
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ

　
と
を
充
分
教
え
、
未
然
防
止
に

　
努
め
る
。

口
　
も
し
も
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
薬

　
物
乱
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

　
わ
か
っ
た
ら
、
地
域
の
医
師
会

　
に
相
談
す
る
。

地
域
・
職
場
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
重
点
目
標

　
、
青
少
年
の
万
引
を
防
止

　
日
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

　
　
で
知
り
合
い
の
青
少
年
を
見
か

　
　
け
た
ら
、
声
を
か
け
る
よ
う
に

　
　
す
る
。

二
、
未
成
年
者
の
喫
煙
禁
止

　
8
　
未
成
年
者
が
喫
煙
し
て
い
る

　
　
の
を
見
か
け
た
ら
注
意
す
る
。

　
⇔
　
お
と
な
は
、
自
分
が
吸
う
タ

　
　
バ
コ
を
青
少
年
に
買
わ
せ
な
い

　
　
よ
う
に
す
る
。

一
二
、
不
純
異
性
交
遊
な
ど
性
非
行
の

防
止

　
の
　
親
の
不
在
に
な
る
家
庭
な
ど

　
　
不
純
異
性
交
遊
の
た
ま
り
場
に

　
　
な
り
や
す
い
場
所
に
つ
い
て
は

　
　
常
に
注
意
し
、
親
や
管
理
人
の

　
　
注
意
を
換
起
す
る
。

　
の
　
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
す

　
　
る
俗
悪
な
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
に

　
　
つ
い
て
は
、
み
ん
な
で
そ
の
掲

　
　
示
者
と
話
し
合
い
、
改
善
す
る

　
　
よ
う
に
申
し
入
れ
る
。

　
の
　
俗
悪
な
雑
誌
な
ど
に
つ
い
て

　
　
は
、
そ
の
種
の
も
の
を
取
扱
わ

　
　
な
い
よ
う
、
書
店
に
要
請
す
る
。

　
四
　
俗
悪
な
テ
レ
ビ
番
組
に
つ
い

　
　
て
は
、
み
ん
な
で
放
送
局
な
ど

　
　
に
自
粛
改
善
を
要
請
す
る
。

　
㈹
　
俗
悪
な
雑
誌
な
ど
に
つ
い
て

　
　
は
、
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
よ

　
　
う
に
す
る
。

四
　
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
薬
用

　
乱
用
の
弊
害
か
ら
青
少
年
を
守
る

　
の
　
民
生
児
童
委
員
や
少
年
補
導

　
　
員
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
P
T

　
　
A
や
町
内
会
の
入
た
ち
と
と
も

　
　
に
、
公
園
、
河
川
堤
防
、
空
地

　
　
な
ど
で
、
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
が

　
　
行
わ
れ
や
す
い
場
所
を
随
時
巡

　
　
回
し
て
早
期
発
見
、
早
期
通
報

　
　
に
努
め
る
よ
う
に
す
る
。

　　　　鉦　　
『
一

ノ殖志ミ這

嘉藤雌
傷一移第アニー’一一
　　非行は親の
　　　無関心から

夏休みは誘惑の
　多い時です
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誘
、
糸
ま
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
畜
振
丈
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
謡
・
踊
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
”
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
〃
の

一
端
と
し
て
、
越
河
公
民
館
（
館
長

八
島
正
吉
）
が
主
催
、
お
年
寄
り
を

招
待
し
て
、
お
ら
が
ま
ち
の
早
苗
振

大
会
が
七
月
四
日
越
河
小
学
校
、
南

中
学
校
を
会
場
と
し
て
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
麻
生
市
長
も
早
苗
振
大
会
に
出
席

し
て
「
す
た
れ
ゆ
く
郷
土
芸
能
を
育

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
、
生
活
の
疲
れ
を
い

や
し
、
明
日
の
街
づ
く
り
に
努
め
て

お
子
さ
ん
も
飛
び
入
れ
、
マ
マ
と
一
緒
に

い
た
だ
き
た
い
一
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
共
同
社

会
）
の
崩
れ
ゆ
く
中
に
お
い
て
、
郷

土
芸
能
も
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
、
長
い
間
私
達
の
先
祖
が
生
活
の

中
か
ら
創
造
し
、
伝
承
し
て
き
た
郷

土
芸
能
早
苗
振
大
会
、
盆
お
ど
り
、

神
楽
な
ど
を
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に

保
存
伝
承
し
た
い
も
の
で
す
。

　
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
、
青
少

年
の
健
全
な
心
の
ふ
れ
あ
う
場
に
し

お
年
寄
り
も
手
拍
手
で

酔

摯軸
よ
、
つ
と
、
地
区
民
老
い
も
若
き
も
参

加
し
て
、
民
謡
や
お
ど
り
と
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
親
子
混
成
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
民
謡
、
お
ど
り
の
部
で
は
、
自
慢

の
ノ
ド
や
腕
を
披
露
す
る
た
め
、
熱

心
に
練
習
し
て
き
た
出
場
者
に
、
お

し
み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
館
長
が
編
み
出
し
た
と
言
う
、
親

子
混
成
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
子

供
四
人
に
大
人
四
入
で
、
チ
ー
ム
編

成
し
た
文
字
ど
お
り
の
家
庭
バ
レ
ー

自
慢
の
踊
り
を
披
露鶯

ボ
ー
ル
で
、
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
、
お
母
さ
ん
が
子
供
に
教
え
ら
れ

る
一
幕
も
あ
り
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
ゲ
ー
ム
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
地
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
お

父
さ
ん
が
、
子
供
や
お
母
さ
ん
の
声

援
に
、
実
力
以
上
の
力
を
発
揮
し
て

試
合
が
進
め
ら
れ
た
。

　
に
の
よ
う
な
早
苗
振
大
会
を
、
私

達
が
残
し
た
い
の
は
、
あ
く
ま
で
も

そ
の
風
土
の
中
で
先
人
達
が
、
生
活

の
中
か
ら
造
り
あ
げ
、
守
り
通
し
て

き
た
土
の
臭
の
す
る
郷
土
の
特
色
に

現
代
の
若
者
が
好
む
ス
ポ
ー
ツ
を
組

み
入
れ
た
大
会
を
企
画
し
、
地
域
連

帯
の
か
す
が
い
と
し
て
長
く
続
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

親
子
混
成
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
参
“
詣

f
－
轟
へ

醤

～

健康まつり白石市

8月29日（日〉
白石中、白石第二小学校

＊家庭バレーボール

＊ソフトボール

8月20日まで、区長・公民館長を
通して市教委社会教育課へ

き
ろ
目
　
先

　
こ
　
　
込

と
と
種
　
申

白石ママクラブ会員募集
　　　（家庭婦人バレーボール）

いつまでも若さと、健康をたもつため、気軽
に参加しましょう
　資　格　家庭の主婦、年齢を問わない
　練習日　毎週火・金曜　18：30～20：30

　場　所　白石第 一小学校体育館

　申込先　中央公民館（倉6－2453）

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉螺・』，繕臨、　　　麹』

　　　　　陵習をかね　　　噸輪、謬懸麗蝿
　　　　　　　植木の手入れ奉仕。　　　　　熱　　　夢．，、、　　　　、　　　麗

　　　　　白石高等技術専門学校造園科（講師　　　　　一　　　　　尾　、　　　　璽訴’1

　　　　騰簿韓鱗鰐鋤羅　犠鍵繕醒賢誇1，壕1

　　　　謝されています。　　　　　　　　　　　　　　論　ヲ　憂　　　　　　ン

　　　　　講師の熱心な指導により誇で‘燗　　　　・．猛慰騨　　　s
　　　　木の移植をするまでに腕をあげ泊石　　黒剤　1、』．、　一・一ヨ秘
　　　　第2幼稚園の移植を立派にやりとげま　　　　　　　　　　・篇　　　　・　汐
　　　　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．・　　　「’㌧、　　、　寒　　　秩

　　　　　卒業後の活躍が期待されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　靴散二療臥

一一一………一一4鞍み議題…一…………一

　　　“市内に3つの

　　　　母親クラブ誕生，，

　白石第2児童館（館長細田栄郎）の
指導によ1）、子どもの健全な遊びと少
年の非行化防止をねらいとした、白石
母親クラブ（会長大江洋子）が結成さ
れました。

　市内に3つの母親タラブ』』しらはぎ
（柳町）すぎな（白石沖）、どんぐり（寿

山），，会員85名により、遊ぴ場の清掃
遊具の点検と母親らしい気のくばりで
事故を未然に防止しようと張切ってい
ます。

　母親タラブの輪を全市にひろげよう
と、呼びかけてお1）ます。

桑
為

ム＿蓄■■曜』凶匿二

遡　　．　・鮭
ぎ　　　　　　ぬみ

浦　、　　　蕊　一轟

明
冶
の
史
跡
め
ぐ
り

⑤
明
治
新
政
の
発
足

郵
便
発
祥
の
碑
　
白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

　
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
頃
の
新
政

府
は
、
長
い
問
の
封
建
遺
風
を
打
破

る
「
富
国
強
兵
」
と
「
文
明
開
化
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
散
髪
脱
刀
、

地
租
改
正
、
戸
籍
法
制
定
、
四
民
平

等
、
穏
概
処
分
、
殖
産
興
業
、
徴
兵

令
・
学
制
発
布
、
太
陽
暦
、
一
日
二

十
四
時
問
制
、
日
曜
休
日
制
な
ど
の

新
政
策
を
次
つ
ぎ
と
断
行
し
た
。
【

山
百
文
と
冷
遇
さ
れ
、
重
要
諸
官
庁

が
な
く
な
り
、
多
く
の
灘
れ
た
旧
武

士
達
の
転
出
が
あ
っ
て
沈
滞
し
切
っ

て
い
た
白
石
地
方
で
も
、
肝
入
に
代

る
戸
長
や
郡
長
が
任
命
さ
れ
、
郵
便

取
扱
所
（
明
治
四
年
）
、
陸
運
会
杜
（
六

年
）
、
小
学
校
（
六
年
）
、
愚
愚
出
張

所
（
像
．
“
察
ー
六
年
）
共
立
病
院
（
十
年
）

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
新
時
代
が
初
ま

る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
最
も
早
く

開
設
さ
れ
た
の
が
郵
便
取
扱
所
（
郵

便
局
の
前
身
）
で
あ
る
。

　
表
紙
写
真
は
白
石
郵
便
局
舎
前
に

百
回
目
の
郵
政
記
念
日
を
期
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宮
城
県
内

で
最
も
早
く
新
式
の
郵
便
制
に
な
っ

た
の
が
当
地
方
で
、
先
ず
明
治
四
年

二
月
に
越
河
郵
便
取
扱
所
が
古
山
喜

三
郎
宅
に
設
け
ら
れ
た
の
を
初
め
、

同
年
四
月
に
は
短
ヶ
町
の
鈴
木
味
三

郎
（
味
右
工
門
）
宅
に
白
石
郵
便
取

沼
　
寅
　
治

扱
所
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
表

紙
写
真
は
こ
の
記
念
碑
な
の
で
あ
る
。

（
仙
台
局
は
明
治
．
五
年
、
角
田
局
・
宮

局
は
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
）

　
明
治
八
年
頃
ま
で
は
郵
便
取
扱
所

は
郵
便
物
の
受
付
の
み
で
、
逓
送
、

配
達
の
実
際
は
、
同
所
に
設
け
て
あ

っ
た
陸
運
会
社
（
白
石
は
鈴
木
乙
五

郎
、
越
河
は
古
山
喜
三
郎
が
経
営
）

に
行
わ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
や

が
て
郵
便
取
扱
所
は
郵
便
役
所
と
改

称
さ
れ
、
為
替
の
取
扱
も
始
め
た
が
、

当
初
は
共
に
そ
の
利
用
者
は
極
く
少

な
か
っ
た
。
し
か
し
明
治
十
六
年
十

月
に
白
石
電
信
分
局
が
許
可
さ
れ
、

十
七
年
七
月
に
亘
理
町
電
信
横
丁
角

に
開
局
、
十
九
年
白
石
郵
便
局
と
合

併
し
て
同
所
に
郵
便
電
信
局
の
看
板

を
掲
げ
た
頃
は
便
利
確
実
な
も
の
と

し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

　
明
治
十
二
年
に
郵
便
貯
金
が
始
ま

り
、
つ
い
で
郵
便
馬
車
も
走
っ
た
。

　
明
治
四
十
三
年
に
は
短
ヶ
町
の
現

在
の
地
の
新
築
局
舎
に
移
り
、
同
時

に
電
話
も
開
通
し
通
信
制
度
は
全
く

近
代
化
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

市
内
の
他
の
郵
便
局
は
明
治
十
三
年

開
局
の
下
戸
沢
（
赤
井
畑
）
局
以
外
は

明
治
末
期
以
降
の
開
局
で
あ
る
。
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お
盆
の
花
竹
お
供
え
を
や
め
ま
し
ょ
う

1
白
石
市
新
県
民
生
活
運
動
1

　
こ
の
運
動
は
明
る
く
住
み
よ
い
白

右
市
を
っ
く
り
あ
け
る
た
め
市
民
一

へ
．
人
が
自
主
的
に
行
う
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
を
市
民
み
ん
な
の
も
の
と

し
て
進
め
て
い
く
た
め
、
次
の
四
つ

の
目
標
を
か
か
げ
関
係
機
関
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

　
と
く
に
、
今
年
度
は
市
民
』
人
一

人
が
真
に
豊
か
な
生
活
を
創
造
す
る

た
め
生
活
を
見
な
お
し
「
も
の
を
大

切
に
す
る
」
生
活
姿
勢
の
確
立
を
は

か
る
こ
と
、
な
ら
び
に
思
い
や
り
の

ゆφ

…
紹

…
所

…
業

サφ

欝

脚
あ
る
明
る
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ

と
に
重
点
を
お
き
効
果
的
に
運
動
を

展
開
し
ま
す
。

　
心
の
ふ
れ
あ
う
社
会
を

　
　
　
　
　
　
つ
く
る
運
動

　
家
庭
、
職
場
、
地
域
で
人
々
が
気

軽
に
話
し
合
い
対
話
を
と
お
し
て
人

間
が
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
気

風
や
生
活
慣
、
習
を
つ
く
る
。

民
が
新
し
い
生
活
姿
勢
と
合
理
的
な

生
活
慣
習
を
確
立
す
る
。

美
し
い
郷
土
を

　
　
　
　
つ
く
る
運
動

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
清
掃
奉
仕
活

動
等
を
と
お
し
て
公
徳
心
の
高
揚
を

図
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
美
し
い
郷

土
を
つ
く
る
。

健
康
と
安
全
を

　
　
　
　
ま
も
る
運
動

　
市
民
総
参
加
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
活
発
化

を
図
り
、
健
康
な
体
力
づ
く
り
運
動

を
推
進
す
る
。

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

も
の
を
大
切
に
す
る
運
動

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、

市

○
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
一
式
福
岡
小

野
重
夫
　
福
小
備
付
　
o
掛
時
計
・

紙
芝
居
　
五
十
年
度
越
河
保
育
園
卒

園
児
父
母
の
会
　
越
河
保
育
園
備
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

；　　　一、『冒鰍・　　一羅鳳　霜－㌧一媚■■■■

1　　　より良いおしゃれ商品を
奄

1　　　　より安く、すべての女性に
1　　アツギ白石ナイロン株式会社　白石事業所

全　　　　　白石市郡山字西堀35－12
か　設　　　立　昭和44年12月

1資本金14億円
毒　取締役所長　清水　邦達
今　　　　口
参　従業貝数　男子200名、女子300名　計500名
1主要製品　ンティスト、ソキング、シ＿ムレス
1　　　　　　　タイツ、紳士・子供肌着、各種ソ・ソ

1　　　　タス
6　ブランド　アツギ

1　　シームレスストッキング及びシームレスタイツ
ら　を世界に先がけて開発した、総合衣料メーカー厚
1　木ナイロングループの中で、東北地区の生産を担
　　当しているのが、アツギ白石ナイロンです。
1　　女性は美しくあって欲しいものです。そして、

1　おしゃれは女性の願いです。　“より良いおしゃれ
ら　商品をより安くすべての女性に，、これがアツギ白

　石ナイロンの目標です噸　　　　　　　　　　　　。

O
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
　
福
岡
小
野
累
子

福
小
備
付
　
o
山
砂
　
福
岡
高
橋
与

治
　
福
小
校
庭
整
備
　
Q
座
布
団
五

十
枚
　
斎
川
農
協
婦
人
部
　
斎
川
公

民
館
備
付
　
○
花
び
ん
　
斎
川
更
生

保
護
婦
人
会
　
斎
川
公
民
館
備
付

○
絵
画
一
点
　
斎
川
谷
津
善
美
　
斎

川
公
民
館
備
付
　
○
植
木
九
十
一
本

庭
石
　
斎
川
高
砂
会
　
斎
川
公
民
館

環
境
美
化
　
o
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
四
〇
個

縁
石
一
〇
〇
個
　
不
ニ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
　
福
小
校
庭
整
備
　
○
校
内

テ
レ
ビ
放
送
設
備
一
式
　
福
小
後
援

会
　
福
小
備
付
　
○
焼
窯
一
基
　
遠

藤
瓦
工
業
　
福
小
教
材
用
　
o
現
金

百
万
円
　
仙
台
佐
藤
栄
喜
　
図
書
館

図
書
購
入
費
　
o
現
金
十
一
万
四
千

円
　
仙
台
八
島
喜
久
夫
　
図
書
館
図

書
購
入
費
　
o
現
金
十
万
円
　
白
石

上
西
寛
一
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

o
現
金
十
万
円
　
白
石
上
西
寛
一

消
防
施
設
整
備
費

交
通
事
故

①
の
願
い

古山　千恵子さん
〔越‘可垂5f屯局勤1芳1

　
毎
年
春
と
秋
に
、
「
』
父
通
安
全
運

動
」
か
行
わ
れ
、
交
通
安
全
協
会

や
市
民
の
方
々
に
は
、
毎
朝
忙
し

い
時
間
を
割
い
て
．
r
供
あ
楠
導

を
し
て
頂
き
本
当
に
有
堆
い
こ
と

と
感
謝
い
た
し
で
、
お
り
ま
す
。
あ

の
救
急
車
の
い
や
な
サ
イ
レ
ン
を

聞
く
度
に
、
い
つ
我
か
身
に
ふ
り

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不

安
と
恐
ろ
し
さ
で
身
が
引
き
し
ま

る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
い
つ
も
子
供
の
自
転
車
乗
り
や

登
校
下
校
の
際
、
車
に
は
注
記
す

る
の
で
す
よ
と
声
を
か
け
て
い
ま

す
。
事
故
は
｝
瞬
に
し
て
、
整
和

を
奪
い
、
そ
し
て
幸
福
な
家
庭
を

も
破
壊
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
事

故
に
遇
わ
れ
た
方
、
ま
た
加
害
者

も
よ
り
】
層
切
実
な
間
題
に
直
面

し
て
る
人
が
毎
年
多
く
居
ら
れ
る

か
と
思
う
と
、
胸
の
痛
く
な
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
車
を
運
転
す
る
へ
は
、

歩
行
者
の
身
に
な
り
、
相
手
の
立

場
を
良
く
考
え
て
腕
前
を
過
佑
す

る
こ
と
な
く
人
命
の
尊
さ
を
充
分

わ
き
ま
え
て
運
転
す
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
ん
な

が
山
父
通
ル
ー
ル
亭
」
守
り
、
事
故
防

止
椿
神
の
上
に
立
っ
て
、
毎
日
を

送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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一老人福祉センター一
24

25

27

10

27

26

4
　
6
　
6
　
5

碁
花
謡
曲
道

囲
生

道
栽

謡吟

書
盆
民
詩
茶

人の家一
華道7・21
料理（日）1・15

着物着付14・28

年
2
3
3
5
6
6
7
3
5
5
6
7
3
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iホーム

2・9・23

3・10・24
墨・10・24

5・12・26

3・20・27
｝　・13・20・27
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夏由の遭難事敢を
　翠、ユなくしましよマう

　夏山登山で、無謀登山者による
遭難事故がふえています。夏山登
山を楽しいものにするため、次の
事を守1）ましょう。

　無理のない翌山計画
　慎重な行動
　山のマナーを守る

　「家出人をさがす相談所」

　「家出人をさがす相談所」を8月

1日から31日までの1カ月問、白
石警察署に開設します。
　家出人について、どんな事でも
相談に応じております。

　　　　　　（白石警察署）

16㍉映写機操作技術講習会

　　　と　き　8月18・り9日
　　　ところ　自石市役所
》受講料　無料、資料代200円

〉申込み　8月12日まで市教委社会教
　　　　　育課へ（盈⑤2111（内）411）

〉更新者　16一、映写機操作技術認定証

　　　　所持者で、その有効期限が
　　　　年度内に切れる方は20日に
　　　　認定を受けてください。

白石市◎会昆現在　　　全国戦没追悼

人口　41，338人　　　市民こぞって1分問の

男20，111人　 黙とうをしましょう

女　　　21，227人　　　　　　　8月15日正午
帯数　9，995世帯

　　　　今月の相談日

総

世

　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

白川出張所

時　　　問

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～15：00

10＝00～12：00

10：00～12：00

13：00～15：00

10：00～12：00

相談日

　　5

5・16・25

23

173
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　相　談　区　分

行　政　 相　　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁哉相談
補聴器巡回サービス

27

・声職員を募集レます
受付は倉取銀から3館まで

　昭和51年度白石市職貝採用試，験

を次により実施いた・します。

レ　職種及び採用人員

　①上級職　行政事務（男）　1名

　②中級職　保　　母　　　4名
　③中級職　保健婦　　　1名
　④初級職　一般事務（男）　2名

　⑤初級職　一般事務（女）　2名

1》　受験資格

　①上級職　昭和24年4月2日か

　　　　　　ら30年4月1日まで
　　　　　　に生れた者で大学卒

　　　　　　以上の者

　②中級職昭和27年4月2日か
　　　　　　ら32年4月1日まで
　　　　　　に生れた者で、保母

　　　　　　保健婦の資格を有す

　　　　　　る者

③初級職　昭和29年4月2日か

　　　　　　ら34年4月1日まで
　　　　　　に生れた者で高校卒

　　　　　　高校卒見込みの者

〉　第一次試験
　　各職種』とも教養、作文試験

　　試験日　昭和51年10月29日

〉　第二次試験　　11月中旬
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健石直力星クΣク琶契』
日

2
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10
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18

19

23

24

25
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行事内容
健　　康　　ネ目　　言炎

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

室教婦妊

12カ月児検診

3カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教　室

3歳6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

受付時間

9：30～11：30

13＝00～14＝00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

9：頴0～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14100

13：00～13：10

13100～13：10

13：00～15100

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

実施場所

白石市役所

越河出張所

大鷹沢公民館

白石保健所

大平公民館

白川公民館

市　民　会　館

白石保健所

小原元診療所

市　民　会　館

斎川公民館

白石保健所

福　岡　分　室

市　民　会　館

対 象

白石地区の方

越河地区の方

　
者

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

大平地区の方

白川地区の方

昭和50年7月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

小原地区の方

2月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

昭和48年2月出生の方

福岡地区の方

2月出生者で越河、斎川、
岡、小原地区の方

大平、大鷹沢、白川、福

夏の健康と食事
　夏は体を鍛える絶好の時期なのです。それは、年間を通じて、
わたし達の身体自身が最も新陳代．射の活発なときだからです。
　それだけに身体は、栄養分を強く要求しております。栄養、
休養のバランスを考えながら秋や冬にそなえ積極的に運動をし
て身体を鍛えましょう、
　夏を元気で過ごすための食事づくりのポイントは、
①　消化のよい高カロリー食品をとる

（嬰ヂ拳竪㌦館湛二迩馨マ難・バ）

②視力の減退、皮膚病、体力低下を防ぐための食品をとる。

（琶磁、叢羅鴇国諾麓ど緑や黄〉
③　食欲減退、居眠りや神経の働きを鈍くさせないための食事
　をとる。

（甦瀦1鳴馳、聾魚露などの頭レ）
④夏の昼間の疲れをださないための朝食をとる。
　（トマト、さつまいも、じゃがいもなど）

ワイル病予防接種
　　　8月20日・27日実施

今年も「ねずみ」が多く発生し、危険率も高くなっており、田

や川、堀などで作業中に皮膚から感染する伝染病です。就農者
の皆さん、ぜひこの機会にワイル病予防接種を受けましょう。
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申

就農者及び希望市民
8月20日・27日　13：30～14：00
市民会館
無料（全額市費負担）

8月14日まで市衛生課又は各出張所（分室）へ
※初めての方は2圃接種、毎年行っている方は1回接種をする。

上戸沢・深谷・弥治郎・八宮地区
成人病検診・老人健康診査実施

　巡回検診車「やすらぎ号」による成人病検診を実施します。
〉　目時及ぴ場所
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3
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月
月
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R
V

13：30～14；00
13：30～14：00
13：30一一14：00

13：30～14：00

ワイル病は死亡率が高く、後遺症もある恐ろしい病気です。

〉　対象者　40歳以上の市民
》　検査種目血圧、尿その他必要に応じて心電図、眼底、血液
　　　　　検査も行う。

休目　当番医
日

1
8
15

曜

日

日

日

内 科

柿崎医院⑤2210
亘理医院⑥3355
大沼医院　⑤2502

外 科

刈田病院　⑤2145
朝倉病院　⑤2101
刈田病院　⑤2145

日

22

29

曜　　内 科

旧　芭　医院　⑤2410
日　加藤（1gl）医院　⑤2001

都合により変更になる場合もあ

外 科

銭谷医院⑤2010
宮城医院　⑤2062
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